科学技術動向 2008年2月号 by 科学技術動向センター & 科学技術動向研究センター
提供:NMRI
2 2008No.83No.83  2008.2 































































科 学 技 術 動 向　2008年 2月号







































Science & Technology Trends   February  2008












1） Palmer, T.M. et al ‘Breakdown of an Ant-Plant 
Mutualism Follows the Loss of Large Herbiores 
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　 米 国 連 邦 通 信 委 員 会 (Federal Communication 
Commissions : FCC) の Office of Engineering and 







UHF 帯や VHF 帯のテレビ用電波は遠くまで届く
ため、1 つの局で半径 50km 程度の地域をカバー
できる。FCC は、米国内の人口の多数が生活する
人口密度の低い地域への導入を想定し、同時にテ




　1 回目のテストは、2007 年 6 月に、Microsoft 社・
Philips 社などの 8 社連合から試作機の提供を受け
てテストを行ったが、テレビ放送との干渉が大き
く失敗していた１）。しかし、今回は Adaptrum 社・












 情報通信分野	 TOPICS	 Information & Communication
　米国連邦通信委員会の Office of Engineering and Technology が、「White Space」と呼ばれるテレビの未使
用周波数を用いたブロ ドーバンド通信の公開テストを行っている。テレビ用電波は1つの局で半径 50km 程度
の地域をカバーでき、従来の電話回線を利用した ADSL よりも広範囲での利用が可能であるため、米国内の
人口密度の低い地域への導入を想定している。このテストに成功すれば、コンピュー タ用のカ ドー型無線機の


























集積化通信回路を 180nm ルールの CMOS 技術
で設計したことを、2008 年 2 月に開催された国
際会議 ISSCC で発表した 4）。この発表は 470 ～









1） FCCホームページ : http://www.fcc.gov/oet/projects/tvbanddevice/
2） Pew Internet & American Life Project報告 : http://www.pewinternet.org/pdfs/Backgrounder.MeasuringBroadband.pdf
3） 社会実情データ図録 : http://www2.ttcn.ne.jp/~honkawa/6300.html
4） ISSCCプログラム : http://www.isscc.org/isscc/2008/ap/2008AP_Final.pdf





いう結果を、2007 年 10 月に報告した１）。
　現在の採掘技術のレベルでは、油田から原油を



























































2）  K.Fujiwara, et al., “Research Study for Restoration
     of  Methane Deposi t  wi th Subsurface CO2 
Sequestration into Depleted Gas/Oil Fields”, 2006 
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は FOSHU（Food for Specified 
Health Uses）と し て、「 栄 養 機
能 食 品 」は FNFC（Food with 



















































ス 、 グアーガム分解物 
オリゴ糖 ： 　大豆オリゴ糖 、
フラクトオリゴ糖 、 乳果オ

































Science & Technology Trends   February  2008
ニュ トーラスーティカルに関する研究動向










































































の視点から、2002 年 12 月より


































１） 非栄養性機能物質の抽出 ・ 測定 ・ 機能性評価に関す
る標準化技術の検証 ・ 開発　→　機能性と安全性の評



















維持に関する科学的エビデンスを、 先端技術 （ゲノミクス、 プ










６） 健康 ・ 運動支援ツールの評価と開発
図表 7　「食と運動の機能性に関する研究会」における目的と研究内容





































（Wageningen UR: Wageningen 





セ ン タ ー（Wageningen Center 
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安 全 局（European Food Safety 
Authority : EFSA）、米国食品医薬品



















大学 ・ 研究所 ・ 研究支援機関
役割 ・ 機能
Wageningen University & Research Centre:
　- Wageningen Institute for Food Safety 27)
　- Agrotechnology and Food Science 
Group 28)
　- Plant Research International 
Wageningen 29)
　- Animal Sciences Group 







TNO Food & Nutrition 30)
基礎研究成果の企業への技術移管、 企業
からの委託研究
NIZO Food Research （NIZO 食品研究所） 31)
基礎研究成果の企業への技術移管、 企業
からの委託研究










Top Institute Food and Nutrition 34)
健康に寄与する新食品を提供するために必
要な技術支援











・ ヒトボランティア試験　 ・ 試験のデザイン
・ 腸内細菌 / 免疫試験　　　 ・ アレルギー試験
・ 栄養、 化学物質、 微生物などの各種分析
・ 栄養評価　　　 ・ 栄養ゲノミクス
・ バイオマーカーの同定　　 ・ 疫学試験
法規制調査から申請登録まで




































































































NIH からの資金を得た UC Davis 
（カリフォルニア大学デイビス
校 ）に Center of Excellence for 
Nutritional Genomics が 設 立 さ
れた。



























































































　 コ ロ ラ ド 州 に 拠 点 を 置 く
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図表 1　イノベーション 25 社会還元加速プロジェクト「防災情報通信システム」に位置づけられた各府省の取り組み
きめ細かい災害情報を国民一人ひとりに届けるとともに災害対応に役立つ情報通信システムの構築
H19 予算 H20 予算
「防災の見える化」 の推進 内閣府 20
防災情報共有プラットフォームの機能拡張 内閣府 175 171
防災関連情報基盤の構築によるハザードマップ普及促進 内閣府 15
消防防災分野における ICT 活用のための連携推進事業 総務省 17
災害情報通信システムの研究開発等 総務省 261 516
地震 ・ 津波観測監視システム 文部科学省 1,558 1,406
災害リスク情報プラットフォーム 文部科学省 1,136
災害情報共有システム (DISS) の開発と活用 国土交通省 29 の内数
蓄積された災害情報の活用 国土交通省 12 12
洪水予測の高精度化 / リアルタイムハザードマップの開発 国土交通省 671,342の内数
ケーブル式海底地震計の整備による










2  防災情報システムの現状● 　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
　防災情報分野の施策について、
「平成 19 年版防災白書」3）より抜









































































全国約 600 地点に震度計と約 180 地点に津波地震観測施設を設置し









全国約 1,000 ヶ所に強震計を設置し， 地震情報を通信ネットワークで











気象庁で処理 ・ 解析により作成された情報を， 内閣府， 防衛省，  消
防庁， 海上保安庁等の中央府省庁と共に , 国土交通省地方整備局 ,
地方公共団体に伝達。
河川情報システム 国土交通省
一級河川等を対象として， 雨量 ・ 水位テレメータおよびレーダ雨量計
ならびに情報処理設備からなり、 雨量 ・ 水位の情報を収集。
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Interface）の 無 償 提 供（ 例 え ば













































































































































ロファイル（JPGIS: Japan Profile 
for Geographic Information 
Standards）」21）や「 日 本 版 メ タ
データプロファイル（JMP: Japan 




規 定 済 ）、WFS（Web Feature 
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ニュートラスーティカルに
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防災・減災のための
情報通信システムの相互運用  ‥‥‥‥‥
ライフサイエンス分野 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　
　多様な生物種の間の相関関係網に注目した生態系理解
情報通信分野 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　
　米国のテレビ電波を用いたブロードバンド通信の公開テスト
エネルギー分野 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　
　微生物による枯渇油田の再生利用技術
社会基盤分野 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　
　「竜巻注意情報」を日本でも提供開始
その他の分野 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　
　米国 NSFの「科学及びイノベーション政策の科学」研究助成
P.1
P .8
P.4
P.5
P.2
P .19
P.3
１
２
３
P.6
４
P.7
５
提供 :豊橋市
